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エコアクション21
環境経営レポート

活動期間（2022年4月～2023月3月）

作成日：2023年6月24日



当社の環境事業(産業廃棄物収集運搬、廃棄物及び資源物活用コンサルティング、古物商)を通し、

お客様をはじめ全ての関わる方々と真摯な姿勢で対応することにより形成される相互の信頼関係を

ベースに、企業の成長・発展を図るとともに、全従業員の物心両面の幸福を追求します。

【経営理念】

【環境経営方針】

経営理念を業務遂行の羅針盤として、当社の環境事業における環境経営の継続的改善を実践し、

循環型社会の形成及び地球温暖化防止に貢献することを目指します。

(1)当社に関係する環境関連法規制等を遵守します。

(2)受託する廃棄物の再資源化を推進します。

(3)二酸化炭素排出量削減に取組むとともに、省エネを推進します。

(4)経営における課題とチャンスを踏まえ、経営の改善に努めます。

 

当社の環境経営方針は、社内に掲示し、全ての従業員に周知します。

制定：2017年1月1日

改定：2021年4月1日         

グリーン・エコ株式会社

代表取締役  田渕 浩太

1.環境経営方針
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当社の全事業所及び全事業活動において、エコアクション２１活動を行っています。

（1）対象事業所

更科 ECO BASE：千葉県千葉市若葉区更科町1640－1

（2）対象事業活動

産業廃棄物収集運搬、廃棄物及び資源物活用コンサルティング、古物商

組織名 グリーン・エコ株式会社

代表者 代表取締役 田渕 浩太

法人設立日 平成24年4月11日

資本金 1,000万円

本社機能所在地 千葉県千葉市若葉区更科町1640－1

登記上本社所在地 千葉市若葉区千城台北3丁目19番1号

環境管理責任者
連絡先

営業担当 秋葉 勝也
TEL番号：043-312-5858
FAX番号：043-312-5859

e-mail info@green-eco-kk.com

homepage https://green-eco-kk.com

事業内容 産業廃棄物収集運搬、廃棄物及び資源物活用コンサルティング、古物商

3.エコアクション21認証・登録対象範囲

2.組織の概要
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4.許認可等の状況



・敷地面積

   本社・駐車場 ： 5,888㎡

・従業員数：22人

・売上高 (3月決算)

   568百万円（2022年４月～2023年３月）

   (内訳)収集運搬 506百万円、古物商12百万円、コンサルティング50百万円

・産業廃棄物収集運搬量： 20,481トン

7.環境負荷の状況

項 目 単 位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 289,003 355,461 440,803

産業廃棄物収集運搬量 トン 13,585 18,911 20,481

平成２７年実績二酸化炭素排出係数(東京電力エナジーパートナー調整後排出値) (0.491㎏-CO2/kWhを使用)

289,003 355,461
440,803

13,585
18,911

20,481

2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量 産業廃棄物収集運搬量
5

6.車両の状況

5.事業規模

車   両 台 数

2トンパッカー車 1台

3トンウィング車 1台

3トン平ボディ車 1台

3トンパッカー車 1台

4トンアームロール車 2台

4トンパッカー車 2台

6トンウィング車 2台

6トンアームロール車 3台

8トンアームロール車 3台

10トンダンプ車 3台

軽トラック 1台



組       織        図

8.環境組織図

代表取締役

田渕 浩太

コンサルチーム

リーダー

サブリーダー

業務チーム

リーダー
サブリーダー
修理・整備担当

リユース事業部

リーダー

総務チーム

リーダー

サブリーダー

【役割・責任】

代表取締役

環境方針の策定

代表者による環境システム全体の見直し

必要な経営資源（設備・人材等）の投入

環境管理責任者・統括R
環境経営システムの確立・実施・維持

代表者見直し時に環境活動状況報告

コンサルチーム
チーム内の環境目標への取組実施

産業廃棄物収集運搬契約書の締結・管理・顧客調整

業務チーム

チーム内の環境目標への取組実施

産業廃棄物収集運搬の実施

車両・コンテナ等の修理・整備

駐車場の管理

リユース事業部

チーム内の環境目標への取組実施

リユース品の買取・販売

アップサイクルプロジェクトの推進

総務チーム

チーム内の環境目標への取組実施

マニフェスト、帳簿、実績報告の管理

配車依頼の受発注

環境管理責任者・統括R

秋葉 勝也

グリーン・エコ株式会社
令和４年4月1日現在

組 織 図
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項 目
基準年度
基準値

目 標 値
2022年度
実 績 値

評 価

収集運搬量
1トン当たりの
軽油使用量削減

2018年度
8.30ℓ/トン

基準値比
12.5%削減
7.26ℓ/トン

8.22ℓ/トン ×

基準比1.0%削減したが、目標比13.2%オー
バーとなり、目標未達。前年度までの軽油使
用量のカウント漏れ、処分場への遠距離運搬
が目標未達の原因と考えられる。

運搬車両燃費
向上

2021年度
4.99km/L

基準値比1%向上
5.04km/L

4.93km/L ×

基準比1.2%、目標比2.2%悪化し、目標未達。
前年度までの軽油使用量のカウント漏れによ
り高めの目標に設定されたことが、目標未達
の原因と考えられる。毎日、車両ごとの燃費
算出により、上昇傾向となったが、目標達成
には至らなかった。

電力使用量削減
2021年度

11,345kWh

基準値比1%

削減
11,232kWh

10,730kWh 〇

基準比5.4%、目標比4.5%削減となり、目標
達成。新事務所に移転し、LED照明、省エネ
型家庭用エアコンになったことの効果と考え
られる。

収集運搬量拡大
2018年度
9,255トン

基準値比116%向
上20,000トン

20,481トン 〇

基準比121%、目標比2.4%向上で目標達成。
汚泥が71.6%、動植物性残渣が21.4%を占め、
これらに特化した営業強化、及びドライバー
増員の効果が大であった。

収集運搬先処分場の
リサイクル率向上

2020年度
95.5%

基準比1

ポイント向上
96.5%

97.6% 〇

基準比2.1ポイント、目標比1.1ポイント向上
し、目標達成した。動植物性残渣を単純焼却
からバイオマス燃料として使用する処分に
変更したことにより、目標達成に貢献した。

リユース品の売上高
向上

2021年度
429万円

基準値比50%向
上644万円

1,275万円 〇

基準比197%、目標比98.0%向上で目標達成。
ホームページの更新を重ね、認知度が高まり、
新規顧客、リピーターが増加したことが要因
と考えられる。特に大型コンテナの販売が好
調であった。

優良産廃業者認定へ
の取組

優良産廃業者優良認定
神奈川県認定

神奈川県認
定

〇
4月神奈川県へ申請し、
6月28日取得

注1：平成27年度二酸化炭素排出係数（東京電力エナジーパートナー調整後排出値）0.491(kg-CO2/kWh)を使用

9. 2022年度環境目標結果
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10.環境活動内容と取組結果の評価

環境目標 環境活動内容 取組結果 評価

収集運搬量1トン当た
りの軽油使用量削減

燃費向上
比較的重量物の汚泥、動植物性残渣の収集運搬が増え、
燃費としては悪化した。

3

収集ルートの効率化
配車担当者2名、各ドライバー、営業担当とのコミュニケー
ションにより効率化ができた。

5

定期収集の見直し・効率化
ルート回収に組み込んだ収集先が増加し、毎月のミーティング
で見直し、効率化が図れた。

5

毎日、車両ごとの燃費算出 ドライバーごとの燃費算出が徹底できた。 5

運搬車両
燃費向上

燃費グラフによる意識付け 燃費グラフにより意識付けを図った。 ４

エコドライブ手順の配布、携行
エコドライブ手順を配布し、ドライバーに携行してもらい、
意識付けを図った。

５

車両整備(月1回) 日常点検の充実を図り、故障の早期発見に努めた。 ４

毎日、車両ごとの燃費算出 ドライバーごとの燃費算出が徹底できた。 5

電力使用量
削減

エアコンの設定温度
(夏季27度、冬季20度)

徹底できた。 5

節電啓蒙ラベル貼付 スイッチに啓蒙ラベルを貼付し、意識付けに努めた。 5

パソコン、コピー機節電モード
の実施

節電モードに設定した。 5

収集運搬量の拡大

廃棄物及び資源物活用コンサル
ティングの提案推進

収集運搬の営業活動で、廃棄物の有効利用、リユースの提案を
継続して行った。

５

ホームページの情報更新継続 月1回以上更新した。 5

収集運搬先処分場の
リサイクル率向上

顧客へのリサイクル提案
動植物性残渣を単純焼却からバイオマス燃料として使用する処
分への変更を継続した。

５

リユース品の
売上高向上

ネット販売
ヤフーショツピング、メルカリ、ジモテイ、インスタグラム、
自社ホームページ等を活用した。

５

ドライバーの顧客ニーズの収集 ドライバーも情報提供に努め、少量だが、受注に結び付いた。 3

アップサイクル品の拡大
ハンドメイドフェスタなどのイベントへ参加し、営業活動をし
た。

5

優良産廃業者認定

申請書作成 計画通り作成した。 5

神奈川県への申請 計画通り申請した。 5

産廃情報ネットの更新 計画通り更新した。 5

環境経営目標に
策定しなかった項目

二酸化炭素排出量測定 
産業廃棄物排出量測定 
一般廃棄物排出量測定

3項目の測定を毎月実施した。二酸化炭素排出量は収集運搬量
増加に伴い、増加したが、当社で排出した産廃、一般廃の量は
特に異常はなかった。

5

(評価点) ５点：90%以上 ４点：70%以上 ３点：50%以上 ２点：30%以上 １点：30%未満

(スケジュールに対する進捗度等の対計画比で評価する。)



#SDGsは世界共通

#言葉の壁突破

#廃棄予定の段ボールでフォトフレーム作り

9

インターナショナルスクールの生徒さんと

アップサイクルについて課外活動

～異文化交流編～

展示会への出展

～会社・アップサイクルPR編～

リユース事業部 

～イベント紹介～

Part 1

#見せ方にこだわりを

#イベント内で一番大きい出品物たち

ハンドメイドフェス
出展風景

幕張メッセ



#ドラム缶はテーブルにもなります

#立ちには最適です

#シュー皮を使ってアップサイクル
#地産地消

10

#県内イベントにてドラム缶をレンタル

#チーバくんポーズ

リユース事業部 

～イベント紹介～

Part 2

#自社制作ドラム缶ソファandテーブル
#8564

#ドラム缶をゴミ箱に

#ゴミは分別

地域のイベントへ参加＆資材レンタル

            ～地域密着編～

インスタ
やってます。
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11.代表者による全体の評価と見直し

環境経営目標及び環境経営計画は基本的には次の通りとするが、

全員に経営的視点が養われるように全員参加でEA21活動を実施できる提案を取り入れて計画すること。

１．環境経営目標

(1)2022年度、車両の燃料関係の目標は目標未達となったが、2021年度のデータの信頼性に

問題があったと考えられるため、2022年度実績値を基準に目標値を設定すること。

(2)目標達成した電力使用量削減、リユース品の売上高向上は、3年計画の目標値を上方修正すること。

(3)収集運搬量拡大、リサイクル率向上は3か年計画の通りとする。

２．環境経営計画       

環境経営目標の環境経営計画(達成手段)は、不要となったものは削除しても良いが、基本的には

前年度までの計画を引き続き設定すること。また、その他の環境活動は二酸化炭素排出量、

産業廃棄物排出量、一般廃棄物排出量の測定を継続すること。
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12.環境目標３か年計画(2023年4月見直し)
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2022年度 2023年度 2024年度

収集運搬量1トン当たりの軽油使用量削減

運搬車両燃費向上
(12台)(注2)
2022年度12台
2023年度16台

km/ℓ

2021年度
4.99

2021年度
基準値比
1%向上

5.04

2022年度
基準値比
3.5%向上

4.98

2022年度
基準値比
6.9%向上

5.14
2022年度

4.93

5.04 4.98 5.14

0

1

2

3

4

5

6

2022年度 2023年度 2024年度

運搬車両燃費向上

電力使用量削減 kWh
2021年度

11,345

基準値比
1%削減
11,232

基準値比
6.5%削減

10,608

基準値比
8%削減
10,437

11,232

10,608
10,437

9,900

10,200

10,500

10,800

11,100

11,400

2022年度 2023年度 2024年度

電力使用量削減

収集運搬量拡大 トン
2018年度

9,255

基準値比
116%向上

20,000

基準値比
125%向上

20,824

基準値比
130%向上

21,287

紙使用率削減 枚
2022年度
44,600枚

ー
基準被
2％削減
43,700枚

基準被
4％削減
42,800枚

20,000

20,824
21,287

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

2022年度 2023年度 2024年度

収集運搬拡大

収集運搬量
1トン当たりの
軽油使用量削減

ℓ/ﾄﾝ

2018年度
8.30 2018年度

基準値比
12.5%削減

7.26

2022年度
基準値比
1%削減

8.14

2022年度
基準値比
2%削減

8.06
2022年度

8.22

項目 単位
基準年度
基準値

（目標値） （目標値） （目標値）

2022年度 2023年度 2024年度

項目 単位
基準年度
基準値

（目標値） （目標値） （目標値）

2022年度 2023年度 2024年度

2018年度
8.30

2022年度
8.22

2021年度
4.99

2022年度
4.81

ℓ/ﾄﾝ



96.5

97

97.5

96

96.2

96.4

96.6

96.8

97

97.2

97.4

97.6

2022年度 2023年度 2024年度

収集運搬先処分場のリサイクル率向上
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収集運搬先処分場のリ
サイクル率向上

%
2020年度

95.5

基準値比
1ポイント向上

96.5

基準値比
1.5ポイント向上

97.0

基準値比
2ポイント向上

97.5

リユース品の売上高向上 万円
2021年度

429

基準値比
50％向上

644

基準値比
366％向上

2,000

基準値比
716%向上

3,500

優良産廃業者認定 - -
神奈川県認定への

取組 - -

644

2,000

3,500

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

2022年度 2023年度 2024年度

リユース品の売上高向上

(注1) 二酸化炭素排出量削減目標：収集運搬量拡大目標により軽油使用量及び二酸化炭素排出量が

   増加するため、目標は設定せずに基準値及び前年度と比較評価します。

(注2) 運搬車両燃費向上：2022年度は2021年度12台を対象とした取組でしたが、

2023年度は2021年以降に新規購入した車両を含めた16台での登録です。

(注3) 一般廃棄物排出量の削減は、これ以上の削減が難しいため、2020年度より環境目標から

  除外しましたが、今後も廃棄物の分別を徹底して減量化に努めることとします。

(注4) 産廃の排出量は少ないため、削減目標は設定しませんが、今後も分別を徹底して減量化に

  努めることとします。

(注5) 化学物質は使用していないため、削減目標に取り組んでいません。

(注6) 地下水を使用していますが、浄化槽で使用しているだけで使用量を把握していないため、

  削減目標に取り組んでいません。今後も節水に努めることとします。

項目 単位
基準年度
基準値

（目標値） （目標値） （目標値）

2022年度 2023年度 2024年度
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13.2023年度の環境活動内容

環境目標項目 環境活動内容

収集運搬量1トン当たりの
軽油使用量削減

・燃費向上
・収集ルートの効率化
・定期収集の見直し・効率化
・毎日、車両ごとの燃費算出
・エンジンオイルの適正化
・燃費グラフによる意識向上

運搬車両燃費向上

・燃費グラフによる意識付け
・エコドライブ手順の配布、携行
・車両整備(月1回)
・毎日、車両ごとの燃費算出
・エンジンオイルの適正化

電力使用量削減
・エアコンの設定温度(夏季27度、冬季20度)
・節電啓蒙ラベル貼付
・パソコン、コピー機節電モードの実施

紙使用量削減
・ファックスの電子化
・請求書の電子化
・ミスコピーの削減

収集運搬量拡大
・廃棄物及び資源物活用コンサルティングの提案
・売上目標3,000万円/年、数・新規の契約数を2件/月
・収集運搬担当者必要員数の確保

収集運搬先処分場のリサイクル
率向上

・顧客へのリサイクル提案

リユース品の売上高向上
・ネット販売
・アップサイクル品の拡大
・アップサイクルの提案推進（5件/月）

環境経営目標に策定しなかった
項目の環境活動

・二酸化炭素排出量測定

・産業廃棄物排出量測定

・一般廃棄物排出量測定
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14.環境関連法令の遵守状況の確認

当社に適用される環境関連法令について、4月、6月、7月、10月、12月、1月に、

それぞれの直近で該当する法令の遵守評価を実施し、問題ありませんでした。

また、過去３年間に違反及び訴訟はありません。

当社に適用される主な環境関連法令は次の通りです。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

・自動車NＯｘ、PM法

・道路交通法

・道路運送車両法

・特定家庭用機器再商品化法

・使用済自動車の再資源化等に関する法律

・労働安全衛生法

   ・浄化槽法

(当社は2022年4月に「ちばSDGsパートナー」に登録しました。)
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